
デ
ィ
ル
タ
イ
の
心
理
學
的
理
念
の
基
本

的
な
る
も
の
に
つ
い
て
（
四
）

楢
崎
淺
太
郎

十

　
　
私
は
本
誌
の
本
年
の
七
月
魂
送
に
立
て
、
デ
ィ
ル
タ
イ
の
心
理
學
的
理
念
の
基
本
的
な
る
も
の

　
を
略
ぼ
記
述
し
絡
た
か
ら
，
最
後
に
氏
の
心
理
學
の
墓
本
方
法
の
一
た
る
、
否
氏
が
破
題
科
學
の
あ

　
ら
ゆ
る
廣
義
の
研
究
に
甥
す
る
基
礎
的
取
扱
ご
し
て
の
地
位
を
輿
へ
た
る
藻
魚
作
用
（
＜
。
轟
畠
9
”

　
言
審
ヨ
…
貫
§
N
お
。
σ
。
a
o
嵩
≦
簿
g
¢
日
塗
夷
σ
q
窪
。
姦
直
g
㌦
忽
α
9
の
σ
Q
猛
§
臼
①
0
9
。
民
。
く
。
魯
ゴ
蚕
包
簿
琶
。
メ
く
臥
鈴
卑
窪

　
○
や
身
銭
9
μ
9
（
ζ
O
色
加
叶
。
。
。
づ
、
諺
。
本
管
簿
2
…
：
．
…
）
　
〔
（
二
＋
六
）
一
三
三
一
一
頁
〕
を
、
稽
詳
細
に
記
載
し
、
絡
に
精
紳
の
登

　
達
に
關
す
る
理
念
を
略
述
し
て
、
一
先
づ
拙
稿
を
絡
り
た
い
面
喰
ふ
。

　
　
前
に
も
述
べ
旋
る
如
く
、
デ
イ
川
タ
イ
の
心
理
學
は
精
測
生
活
の
全
編
在
を
、
最
高
の
確
實
度
を

　
以
て
、
分
析
し
、
之
を
記
述
せ
ん
ご
す
る
の
で
あ
る
が
、
之
に
到
達
す
る
に
は
、
精
憩
生
活
を
先
づ
認
識

鵬
し
な
一
て
は
な
ら
な
い
，
精
霊
生
活
の
認
識
は
精
霊
生
活
の
特
色
に
基
づ
き
蒔
殊
の
認
識
方
法

ユ　
　
　
　
　
ゲ
イ
ル
タ
イ
の
心
理
學
的
理
念
の
基
本
的
な
う
も
の
に
つ
い
て
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
五
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四
六

た
る
内
的
知
塁
に
よ
る
。
　
デ
ィ
ル
タ
イ
は
之
を
膚
省
ご
名
づ
け
た
。
　
所
が
画
己
の
阿
南
生
活
就

中
自
己
の
個
性
は
唯
唐
己
を
肖
省
し
た
の
み
で
は
認
識
で
き
な
い
。
　
他
人
の
三
型
生
活
の
特
徴

ご
比
較
す
る
こ
ご
に
よ
っ
て
の
み
初
め
て
自
己
の
個
性
が
認
識
せ
ら
れ
る
。
然
る
に
他
人
叉
は

團
膿
の
上
野
生
活
の
認
識
は
、
五
葉
に
よ
っ
て
は
全
然
不
可
能
で
あ
る
。
　
他
人
の
内
的
な
る
も
の

は
、
吾
人
に
直
接
に
は
輿
へ
ら
れ
な
い
。
他
入
よ
り
直
接
に
與
へ
ら
る
、
も
の
は
、
廣
義
の
精
憩
的

表
徴
で
あ
る
。
　
さ
れ
ば
他
入
の
精
紳
生
活
の
認
識
は
、
爵
省
に
あ
ら
ざ
る
他
の
特
殊
の
方
法
を
要

す
る
。

　
ゲ
イ
ル
タ
イ
に
よ
れ
ば
、
個
性
は
黙
坊
の
嚇
標
性
の
基
礎
の
上
に
登
展
し
た
る
濁
自
性
で
あ
る

が
〔
（
七
〕
二
七
三
頁
〕
こ
の
各
濁
膚
性
を
有
す
る
個
々
の
入
間
を
科
陰
雲
に
認
識
す
べ
き
手
段
が
デ
ィ

ル
タ
イ
の
所
謂
腱
認
法
で
あ
る
。
〔
（
二
＋
七
）
三
「
七
こ
口
。
個
々
の
人
間
が
果
し
て
科
學
的
に
認
識
毘
來

る
で
あ
ら
う
か
。
　
若
し
出
穿
る
こ
す
れ
ば
、
如
何
な
る
手
段
に
よ
る
べ
き
で
あ
ら
う
か
。
　
こ
の
問

題
は
心
理
學
の
方
法
論
上
重
要
な
る
の
み
な
ら
す
、
文
化
生
活
よ
り
見
る
も
、
極
め
て
重
要
な
る
意

義
を
有
し
て
居
る
。
　
何
こ
な
れ
ば
入
間
の
行
動
は
常
に
他
念
の
禮
認
（
審
ω
＜
巽
ω
箆
姦
ρ
ρ
一
己
2
簿
零
、

謎
9
廷
μ
）
を
前
提
ε
し
て
居
る
か
ら
で
あ
る
。
　
入
間
の
幸
心
の
大
部
分
は
、
突
入
の
精
憩
釈
態
を
追

威
す
る
こ
ご
に
始
ま
り
、
金
野
二
男
歴
史
的
科
學
は
、
個
々
の
人
間
を
後
よ
り
正
確
に
理
解
し
得
る
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で
あ
ら
う
ε
の
假
定
の
上
に
基
礎
づ
け
ら
れ
て
居
る
。
　
ご
か
く
の
如
く
に
、
ゲ
イ
ル
タ
イ
は
考
へ

て
、
系
統
的
精
騨
科
學
の
基
礎
ご
し
て
、
膿
認
の
過
程
を
研
究
し
た
。

　
デ
ィ
ル
タ
イ
の
国
払
作
用
は
、
生
命
に
關
す
る
普
遍
珊
珊
的
な
る
智
識
を
探
究
す
る
こ
ご
を
以

て
そ
の
目
的
と
せ
る
一
，
種
の
認
識
作
用
で
あ
る
。
　
さ
れ
ば
氏
は
く
。
葱
9
9
麹
洋
§
伶
ゆ
「
亀
9
》
轟
？

諺
。
ぎ
9
⑳
二
輪
留
。
三
訂
謬
学
士
ご
云
っ
て
居
る
〔
（
二
＋
六
）
三
三
二
喜
而
し
て
氏
の
こ
の
膿
認
作
用
ざ
は
、
精
神

生
活
の
表
現
ε
し
て
外
部
か
ら
威
畳
的
に
與
へ
ら
れ
た
る
表
徴
を
手
段
ご
し
て
、
そ
の
内
的
な
る

精
紳
生
活
を
認
識
す
る
作
用
で
あ
る
。
　
之
を
以
て
氏
は
氏
の
著
作
の
三
ヶ
所
に
こ
の
意
義
を
次

ぎ
の
如
く
に
明
記
し
て
居
る
。

　
～
≦
コ
リ
g
器
昌
紆
昌
く
○
お
碧
茜
℃
貯
看
色
9
0
コ
霞
星
雲
磐
ω
N
o
州
。
げ
2
ポ
島
。
く
。
躊
Ω
。
蕊
ω
g
ω
貯
巳
鑓
酬
σ
Q
o
ひ
q
①
σ
露
ω
δ
ρ
○
…
嵩
H
崔
μ
－

　
2
，
0
u
ワ
①
臨
（
9
昌
μ
O
灘
”
＜
O
円
Q
う
け
¢
げ
Ω
酬
　
〔
（
ご
十
七
）
三
一
八
頁
〕

　
ω
9
蚤
。
ぴ
嵩
。
愚
痴
嵩
ノ
鼠
憎
く
。
津
田
7
2
μ
山
Φ
嵩
く
○
戦
σ
q
巴
日
σ
q
u
富
豪
・
鉱
。
ヴ
。
諺
二
、
搾
9
葛
硫
ご
艶
剛
。
げ
σ
q
o
σ
q
o
げ
g
o
＝
N
鼠
。
げ
g
o
貯
℃
ω
団
？

　
｝
民
も
o
O
ご
の
も
p
山
O
錺
Φ
昌
」
♪
＝
ω
ω
9
、
篇
嵩
q
弓
。
δ
ω
ぎ
α
6
＝
お
ヨ
一
臼
ピ
只
ご
十
七
）
三
…
入
頁
〕

　
　
　
｝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
σ
　
　
　
　
　
　
　
㎏

　
（
ω
舞
N
H
）
＜
o
碁
器
姦
ご
同
◎
き
g
円
く
マ
審
p
＜
○
お
p
⊃
お
㎞
㌶
ノ
く
9
畠
g
μ
碧
ω
。
・
ご
旨
。
げ
σ
q
o
σ
q
g
o
濤
嵩
房
事
。
・
興
ξ
σ
q
O
嵩
。
。
o
o
蔚
0
7

　
0
嵩
　
】
ピ
O
ぴ
O
島
匂
Q
α
簡
O
ω
O
ω
　
N
二
『
　
図
一
，
犀
O
昌
昌
齢
出
目
q
σ
　
汀
O
ヨ
二
十
。
　
　
（
二
十
山
ハ
）
三
三
二
頁
〕

　
騰
認
作
用
と
は
か
く
の
如
き
認
識
過
程
を
云
ふ
の
で
あ
る
が
、
こ
の
作
用
に
依
っ
て
知
る
こ
ピ

　
　
　
　
ゲ
イ
ル
タ
イ
の
心
理
學
的
理
念
の
墓
本
的
な
う
も
の
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
七
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圃
7
八

珈
の
出
來
る
範
國
は
繕
淋
生
活
の
全
誓
鑛
㌘
登
＋
入
）
三
・
葦
こ
の
作
用
の
行
は
る
鼻
的
表

　
徴
の
範
圃
は
、
兇
童
の
号
す
る
言
語
　
（
H
・
琵
。
μ
じ
か
ら
、
甲
営
三
豊
又
は
く
窪
一
§
壁
自
三
岸
に
至
る
ま
で
、
荷
も

　
精
紳
生
活
の
表
現
ざ
認
め
得
ら
る
、
一
切
の
表
微
に
及
ぶ
の
で
あ
る
。
　
さ
れ
ば
入
の
言
葉
、
表
情
、

　
動
作
、
丈
章
等
よ
り
諸
種
の
艶
事
的
規
定
、
昔
樂
、
彫
刻
、
絡
書
、
建
築
等
に
至
る
ま
で
、
皆
野
認
作
用
の
手

　
段
こ
な
り
得
る
の
で
あ
る
。
　
そ
し
て
こ
の
表
徴
は
そ
れ
慮
身
は
主
ご
し
て
物
理
的
の
も
の
で
あ

　
る
が
、
し
か
し
そ
は
軍
純
に
物
理
的
性
質
の
み
に
あ
ら
す
し
て
、
更
に
加
へ
て
精
帥
的
要
素
が
結
合

　
す
る
か
、
感
電
す
る
か
、
内
在
す
る
か
、
若
し
く
ば
精
華
的
要
素
を
暗
示
し
て
居
る
。
而
し
て
デ
ィ
ル

　
タ
イ
は
捨
鞭
作
用
を
上
の
範
團
に
限
っ
て
居
る
で
あ
る
か
ら
、
自
然
の
認
識
を
ば
、
膿
認
作
用
に
加

　
へ
な
い
。
　
叉
膚
己
の
内
的
状
態
の
把
捉
も
膿
認
ご
は
呼
ば
な
い
。
〔
（
二
＋
七
）
三
一
八
⊥
三
九
頁
〕
。

　
　
か
く
の
如
き
範
圏
の
膿
認
作
用
中
に
於
て
、
生
命
の
表
現
の
四
型
的
に
固
定
せ
ら
れ
た
る
も
の

　
、
技
術
面
の
．
膿
認
を
特
に
風
鐸
（
｝
琶
①
．
σ
§
④
・
塗
．
建
暦
、
覧
，
。
酔
罵
g
）
ε
氏
は
呼
ん
で
居
る
〔
（
二
十
七
）
＝
＝

　
九
頁
、
（
二
十
六
）
善
ニ
ニ
頁
）
。
　
生
命
の
表
現
の
客
槻
朗
に
固
定
せ
ら
れ
た
る
顯
著
な
る
も
の
は
、
絡
書
及
び

　
彫
刻
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
絵
書
及
び
彫
刻
の
解
騨
の
術
は
、
既
に
を
◎
お
男
》
●
に
よ
っ
て
要
求
せ
ら

　
れ
、
タ
己
咲
興
は
こ
の
術
の
研
究
に
着
手
し
U
鴨
亀
巽
が
こ
の
研
究
を
爲
し
途
げ
ん
と
試
み
た
が
、
こ

　
の
甲
防
中
に
穿
て
、
絡
叢
、
彫
刻
の
如
き
獣
せ
る
作
品
の
解
騨
に
は
、
常
に
文
献
よ
り
の
説
明
を
以
て
、



　
之
を
補
足
す
べ
き
こ
ε
を
必
要
こ
す
る
を
威
す
る
に
至
り
、
解
繹
術
の
中
心
は
、
交
献
の
解
繹
に
存

　
す
る
こ
ご
が
明
ら
か
ご
な
っ
た
。
精
帥
生
活
及
び
歴
史
の
糎
解
に
直
し
て
、
文
献
の
意
義
の
重
要

　
な
る
こ
ご
は
、
多
く
の
精
面
的
表
現
中
に
於
て
、
言
語
ほ
こ
人
間
の
内
酌
な
る
も
の
を
、
比
較
的
完
金

　
に
、
充
血
に
且
つ
客
観
的
に
、
迦
抽
出
來
る
襟
な
も
の
が
他
に
存
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
夫
故
に
解

　
騨
術
の
中
心
黙
は
、
文
章
の
内
に
含
蓄
せ
ら
れ
π
る
人
間
精
帥
の
解
聯
に
あ
る
。
ゲ
イ
ル
タ
イ
は
、

　
文
章
に
固
定
せ
ら
れ
た
部
属
の
表
現
の
血
腫
の
術
の
學
を
寓
Φ
巴
已
窪
。
ド
慈
白
ε
呼
ん
で
居
る
。
〔
（
二
＋

　
山
ハ
）
三
三
一
二
頁
〕

　
　
か
く
の
如
く
に
禮
認
は
精
索
生
活
の
外
的
表
徴
を
主
段
ご
し
て
、
精
騨
生
活
そ
の
も
の
を
認
識

　
ぜ
ん
ご
す
る
作
用
で
あ
る
が
、
こ
れ
だ
け
の
意
義
に
齢
し
て
は
デ
ィ
ル
タ
イ
ご
他
の
學
者
ε
の
間

　
に
著
し
い
相
違
は
無
い
。
例
へ
ば
、
日
ダ
国
冨
。
魯
鍵
の
は
こ
G
鴛
。
『
U
窪
叶
§
σ
q
〆
、
Φ
韓
畠
9
づ
、
マ
α
窪
く
9
σ
q
磐
ぴ
q
勘

　
貯
づ
．
o
姦
器
ヨ
ノ
〈
搾
磐
の
ω
閂
謹
同
ぽ
財
　
σ
q
o
σ
q
o
ぴ
9
9
N
Φ
8
一
μ
窪
。
ご
Ω
Φ
霞
茜
雲
豊
（
9
菖
9
§
島
町
。
（
圃
興
σ
q
Φ
ぴ
o
P
ご
云
ひ
、
切
。
弓
○

　
目
a
旨
ρ
誓
は
㌔
費
鏑
ω
＜
σ
蘇
啓
窪
：
。
…
馨
隻
o
ρ
§
紐
ρ
σ
q
①
島
p
ψ
ω
ぎ
詮
。
ゲ
類
鉱
環
b
畠
導
9
号
国
勢
①
導
9
冒
μ
臼
》
亨

　
u
・
臼
8
厨
ぴ
①
づ
、
お
§
σ
q
g
b
鳥
臼
一
二
①
『
津
9
億
轟
ρ
ぎ
瓢
2
2
一
・
・
銘
ρ
号
ω
艶
。
ヨ
〔
げ
O
①
翼
。
ω
固
9
2
§
巴
葺
。
簿
○
α
①
憎
。
。
図
ヨ
ぴ
Q
翻
学

　
q
ρ
．
へ
、
ご
云
、
つ
て
居
る
。
〔
（
二
＋
九
）
三
五
七
頁
〕
。
デ
ィ
ル
タ
イ
の
功
績
は
、
こ
の
禮
認
作
用
を
糖
予
科
學
特

螂
有
の
方
法
に
ま
で
高
め
、
且
つ
こ
の
作
用
を
あ
る
程
度
ま
で
詳
細
に
分
析
し
た
黙
に
あ
る
。

一　
　
　
　
　
ゲ
イ
ル
タ
イ
の
心
理
磁
的
麗
念
の
基
本
約
な
う
も
の
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
四
九
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五
〇

　
か
く
の
如
く
に
髄
認
作
用
の
封
象
は
、
主
ご
し
て
他
入
の
．
精
嚢
生
活
を
そ
の
客
槻
的
表
現
か
ら

認
識
せ
ん
こ
す
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
作
用
の
主
こ
し
て
關
愛
す
る
所
は
、
シ
ュ
ブ
ラ
ン
ブ
！
の
云

ふ
が
如
く
に
只
二
＋
九
）
三
五
七
頁
〕
形
態
的
な
る
も
の
の
精
帥
的
意
義
（
ω
。
亀
8
冨
U
9
跡
⊆
編
σ
営
。
。
。
丙
α
巷
亀
7

0
9
巳
を
探
究
す
る
に
あ
る
。
我
々
は
他
面
の
主
槻
的
受
験
に
、
直
接
に
接
議
す
る
こ
ご
は
縄
欝
に

出
路
な
い
。
我
々
の
直
接
に
接
鰯
し
得
る
は
自
己
の
燈
験
の
み
で
あ
る
か
ら
、
我
々
は
他
入
の
主

観
的
膿
験
を
認
識
せ
ん
と
す
る
に
は
、
他
入
の
嘘
験
の
客
掘
化
せ
ら
れ
元
も
の
（
○
薯
窪
く
巴
9
尋
）

を
私
用
す
る
の
外
は
無
い
。
騰
認
作
用
は
、
こ
の
必
然
的
な
る
條
件
に
基
づ
い
て
超
つ
た
も
の
で

あ
る
。
こ
の
膿
験
の
客
応
化
せ
ら
れ
た
も
の
は
、
常
に
物
的
ご
精
紳
的
と
の
爾
面
を
有
し
て
居
り
，

膿
認
作
用
は
こ
の
南
面
を
有
す
る
客
亭
酌
な
る
も
の
を
媒
介
者
ご
し
て
、
直
接
に
接
齢
す
る
こ
ご

の
で
き
な
い
、
精
紳
生
活
を
把
捉
せ
ん
こ
す
る
の
で
あ
る
。

　
他
人
の
理
解
を
初
め
歴
史
、
丈
學
、
絡
書
，
彫
刻
、
一
切
の
文
献
の
理
解
は
、
こ
の
膿
認
作
用
に
基
づ
き
、

叉
膚
己
の
個
性
の
認
識
も
、
心
入
の
個
性
こ
の
比
較
に
よ
っ
て
初
め
て
達
せ
ら
る
＼
の
で
あ
る
か

ら
、
あ
る
意
昧
に
棄
て
臼
己
の
本
質
の
把
捉
も
亦
南
舘
作
用
を
豫
件
こ
す
る
。
　
か
く
の
如
く
に
禮

認
作
用
は
意
義
の
心
々
の
精
紳
生
活
の
把
捉
の
基
礎
ビ
な
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
精
帥
生
活
の
認

識
に
就
い
て
は
、
之
を
敏
ぐ
こ
ご
が
毘
來
な
い
。
　
さ
れ
ば
ゲ
イ
ル
タ
イ
は
　
O
霧
ω
8
す
旨
ぴ
窪
犀
9
・
暮



　
鉱
ξ
。
誹
く
塞
含
a
。
昌
。
g
鷺
亀
δ
〔
9
2
曹
嗣
・
一
簿
毎
総
門
巴
逸
費
瞥
〆
く
。
乙
。
ρ
岸
鳶
巽
穿
巴
。
・
魯
2
げ
q
邑
雪
単
諄
2
ド
ま

　
く
臼
ω
箆
器
雷
ぎ
ヨ
磐
創
。
二
ご
論
じ
て
、
精
淋
生
活
の
研
究
に
諒
し
て
、
H
醒
。
σ
。
昌
ε
＜
。
二
重
q
同
の
塞
本
作
用

　
な
る
こ
ご
を
指
摘
し
て
居
る
Q
〔
（
二
＋
入
）
三
〇
五
頁
〕
。
そ
し
て
こ
れ
よ
り
先
一
八
九
四
年
置
氏
が
U
δ

　
ヒ
騨
ひ
ξ
9
＾
琴
塾
長
「
“
畠
・
。
○
。
。
。
ぎ
H
9
8
く
興
騎
琶
蚕
ニ
ノ
・
搾
と
断
定
せ
し
は
誰
し
も
熟
知
の
事
柄
で
あ
る
。

　
　
デ
ィ
ル
タ
イ
の
云
ふ
禮
認
作
用
は
、
幼
兇
の
楠
語
よ
り
詩
人
又
は
言
言
者
の
作
品
に
至
る
ま
で

　
の
精
紳
的
産
物
の
意
義
の
理
解
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
從
っ
て
膿
認
作
用
に
は
色
々
の
性

　
質
ご
程
度
ご
が
あ
り
、
こ
の
程
度
は
直
接
に
は
膿
認
主
魏
の
興
昧
の
性
質
又
は
程
度
に
墓
つ
く
も

　
の
ご
氏
は
爲
し
て
居
る
。
そ
し
て
そ
の
興
味
の
制
限
せ
ら
る
、
場
合
に
は
、
禮
認
は
理
解
（
〔
酬
p
。
ω
＜
？

　
聾
寺
号
芭
　
こ
な
る
。
例
へ
ば
我
々
が
説
話
者
の
内
的
生
活
に
興
野
を
持
た
な
い
場
合
に
は
、
そ
の

　
説
話
に
傾
蕪
す
る
こ
ご
な
く
、
唯
そ
の
説
話
の
實
際
的
に
重
要
な
灘
の
み
を
捕
へ
る
。
然
る
に
説

　
話
者
の
内
的
生
活
に
興
昧
を
戴
す
る
時
は
、
各
瞬
閥
の
表
情
及
び
言
語
に
一
々
深
く
留
意
し
、
之
等

　
の
も
の
を
蓮
じ
て
、
そ
の
内
的
生
活
に
透
徹
せ
汽
ビ
し
戸
（
二
＋
七
）
三
一
九
頁
〕
或
．
は
更
に
か
》
る
内
的
生

　
活
の
成
因
に
ま
で
も
進
ま
ん
ビ
す
る
Q

　
　
精
紳
の
客
三
豊
表
現
又
は
精
工
の
李
行
現
象
ご
認
む
べ
き
客
観
的
な
る
も
の
に
は
種
々
の
種

鵬
類
が
あ
塾
、
の
種
々
の
客
槻
的
な
”
。
も
の
こ
精
榊
こ
の
關
係
に
は
種
々
の
種
類
ご
程
度
ご
が
あ

一　
　
　
　
　
ゲ
イ
ル
タ
イ
の
心
理
學
的
理
念
の
塞
本
的
な
る
も
の
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
…



1076

　
　
　
哲
學
研
劣
策
百
二
十
入
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
二

る
が
、
こ
の
客
槻
的
な
る
も
の
、
種
類
に
食
じ
て
膿
認
を
類
刷
す
る
・
こ
ご
が
．
出
穿
る
。
か
の
普
通

の
表
情
叉
は
身
振
の
如
き
無
意
的
身
腱
運
動
は
、
あ
る
精
謎
歌
態
ご
規
副
的
從
っ
て
あ
る
程
度
に

於
て
必
然
的
に
結
合
す
る
か
ら
、
こ
の
無
意
的
身
騰
蓮
動
を
手
段
こ
し
て
あ
る
精
工
駿
態
を
類
推

的
に
推
察
す
る
こ
ご
が
出
由
る
。
か
、
る
膿
認
は
身
膿
酌
薩
認
（
魯
。
・
喜
逸
喜
。
＜
．
）
ご
名
づ
け
る

こ
ご
が
で
き
る
。
　
身
艘
的
膿
認
は
あ
る
精
榊
駅
態
を
漠
然
ご
推
定
し
．
得
る
に
止
り
、
精
淋
の
内
面

に
深
く
細
か
く
進
入
す
る
こ
ε
は
で
き
な
い
。
從
っ
て
か
の
骨
相
學
及
び
面
相
學
は
ガ
ル
及
び

ラ
ベ
蚕
簿
ー
以
來
愈
愈
の
進
歩
を
な
す
を
得
な
い
で
行
き
詰
り
の
露
霜
に
あ
る
。

　
次
ぎ
に
精
神
の
表
現
の
顯
薯
な
る
血
綿
的
な
る
も
の
は
言
語
で
あ
る
。
言
語
は
原
始
的
の
威

動
詞
を
省
く
の
外
は
、
面
面
棘
生
活
の
事
實
を
傳
達
せ
ん
が
た
め
に
特
に
意
志
作
用
に
依
り
て
産

出
せ
ら
れ
た
る
物
理
的
表
徴
で
あ
っ
て
、
身
膿
又
は
表
情
の
如
く
に
無
意
的
表
徴
で
は
無
い
。
か

く
の
如
き
言
語
よ
り
の
膿
認
を
、
言
語
的
膿
認
叉
は
叙
述
の
禮
認
　
（
α
霧
。
・
℃
㌶
o
團
島
。
響
く
●
o
（
削
臼
紆
。
。
＜
謄

く
。
畠
》
顎
養
㊧
○
鐸
）
ご
シ
ュ
プ
ラ
ン
ガ
ー
は
名
づ
け
て
居
る
。
〔
（
三
十
二
）
三
七
〇
頁
〕
Q
が
、
こ
の
言
語
的
膣
認
に

依
っ
て
、
こ
の
言
語
の
指
示
せ
る
膿
験
的
内
容
を
略
ぼ
推
定
す
る
二
ご
が
で
き
る
。
し
か
し
こ
の

言
語
的
贈
…
認
は
、
被
幽
幽
者
の
生
命
主
恩
に
ま
で
及
ば
な
い
。
之
に
達
せ
ん
こ
す
る
に
は
言
語
的

適
意
の
背
後
に
進
み
、
一
方
に
於
て
は
入
格
的
禮
認
（
儀
塁
℃
2
、
の
倉
廷
6
＜
．
）
に
、
他
方
に
於
て
は
歴
更



　
春
画
は
事
實
的
膿
認
（
叡
錺
σ
q
塗
。
ぽ
。
窯
凱
。
ぎ
。
α
興
。
。
碧
爵
9
0
く
●
）
　
し
移
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
更
に

　
過
去
の
個
人
叉
は
細
首
の
精
瀞
生
活
の
推
定
は
之
を
廣
く
歴
吏
蘭
燈
認
（
号
ω
鷺
ω
8
二
ω
警
・
＜
し
　
ご

　
呼
ば
れ
て
居
る
が
、
之
等
の
人
格
的
．
事
實
的
、
雨
皮
的
禮
認
に
至
る
ε
、
精
紳
の
客
観
的
な
る
も
の
，
、

　
外
に
、
更
に
あ
る
純
糧
精
紳
的
な
る
も
の
を
必
然
的
の
手
段
ε
し
て
居
る
。

　
　
他
人
又
は
團
膿
の
精
紳
生
治
が
、
あ
る
身
禮
的
、
物
理
的
な
る
も
の
を
通
し
て
膿
愉
し
得
ら
る
、

　
は
、
そ
も
一
応
に
基
づ
く
の
で
あ
ら
う
か
。
玉
入
も
馬
入
の
憂
に
沈
め
る
表
情
を
児
て
、
何
等
か

　
の
悲
哀
を
内
深
く
藏
す
る
も
の
こ
推
定
し
て
決
し
て
誤
ら
な
い
。
こ
は
一
に
は
心
身
の
現
象
間

　
の
一
定
度
の
不
離
の
關
係
に
基
づ
き
、
二
に
は
こ
の
閣
係
の
人
類
に
共
通
な
る
に
基
づ
き
、
三
に
は

　
精
憩
組
織
に
一
定
の
規
則
性
の
存
在
す
る
に
依
る
の
で
あ
ら
う
。
換
言
せ
ば
他
人
の
精
帥
生
活

　
が
、
そ
の
表
現
を
通
し
て
禮
魅
し
得
ら
る
、
の
は
、
そ
の
一
般
的
條
件
た
る
入
間
性
の
一
様
性
に
基

　
づ
く
の
で
あ
る
。
　
こ
の
人
間
性
の
一
機
性
を
明
瞭
に
撮
面
し
π
の
は
、
シ
ュ
ラ
ィ
ェ
ル
マ
ソ
ヘ
ル

　
で
あ
る
。
氏
は
あ
ら
ゆ
る
転
入
的
差
異
は
、
そ
の
究
極
に
於
て
は
、
性
質
的
相
違
に
あ
ら
す
し
て
、
そ

　
は
精
帥
過
程
の
程
度
の
差
で
あ
る
ご
し
た
の
で
あ
る
が
、
デ
ィ
ル
タ
イ
は
シ
ュ
ラ
イ
エ
ル
マ
ソ
ヘ

　
ル
の
こ
の
見
解
に
立
脚
し
、
紬
縞
者
の
個
性
ご
著
作
者
の
個
性
ご
は
、
比
較
す
べ
か
ら
ざ
る
二
つ
の

帽
異
る
事
實
に
あ
ら
す
〔
（
ご
＋
七
）
三
元
「
三
。
…
○
頁
〕
、
あ
ら
ゆ
る
個
性
は
皆
璽
の
作
用
ご
内
容
ご
を
有

一　
　
　
　
　
ゲ
イ
ル
タ
イ
の
心
理
學
酌
理
念
の
墓
本
的
な
う
も
の
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
三
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哲
學
研
究
第
百
二
十
八
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
四

し
、
（
H
）
一
〇
ω
O
H
［
）
O
嵩
回
白
重
¢
犀
叶
一
◎
爵
O
峯
償
⇔
q
　
切
O
も
Q
叶
P
障
（
剛
陣
O
嵩
O
頓
穿
同
〔
剛
圃
鐸
”
謡
O
津
嗣
嵩
（
犀
く
沖
｛
＝
ρ
嵩
回
目
仲
O
嵩
’
）
ろ
干
六
）
三
三
四
喜
、
加
ふ
る
に
各
人

は
同
一
の
外
駒
世
界
に
生
活
し
て
居
る
か
ら
、
墨
入
の
窺
念
界
に
は
同
一
の
国
学
像
が
形
成
せ
ら

れ
て
居
る
。
之
を
以
て
禮
認
者
が
著
作
者
の
精
淋
生
活
を
後
か
ら
構
成
す
る
こ
ご
が
出
來
る
ε

し
た
。
　
而
し
て
こ
の
繕
成
は
騰
聾
者
が
膚
己
の
生
命
を
歴
史
的
環
境
内
に
移
し
、
次
ぎ
に
自
己
の

精
紳
過
程
を
高
潮
し
、
強
勢
し
、
他
の
精
淋
過
程
を
退
歩
せ
し
め
、
以
て
他
人
の
生
活
を
自
己
の
裡
に

構
成
す
る
に
あ
る
。
自
己
を
他
に
移
す
こ
ご
に
よ
っ
て
、
他
を
繕
成
す
る
の
で
あ
る
〔
（
二
＋
七
）
三
三
〇
頁
〕

ビ
し
た
。

　
か
く
の
如
く
に
デ
ィ
ル
タ
イ
に
よ
れ
ば
、
膿
認
は
自
己
を
他
に
移
す
こ
ご
に
よ
っ
て
、
他
を
構
成

す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
結
局
禮
認
も
氏
の
認
識
論
の
第
一
原
理
π
る
生
命
よ
り
出
登
す
る
の
で
あ

．
る
。
し
か
し
生
命
の
如
何
な
る
所
よ
り
出
登
す
べ
き
か
。
他
入
の
内
的
膿
験
的
な
る
も
の
に
は
、

如
何
に
し
て
も
吾
人
は
浸
入
す
べ
き
手
段
を
持
た
な
い
。
こ
は
永
久
に
閉
ざ
さ
れ
た
る
濁
画
の

世
界
で
あ
る
。
唯
吾
人
の
把
難
し
得
る
も
の
は
精
紳
生
活
の
煮
昧
で
あ
る
。
膿
認
、
は
他
入
の
精

薄
生
活
の
意
義
を
、
自
己
の
精
淋
生
活
及
び
歴
更
生
活
の
経
験
よ
り
構
成
せ
ん
ご
す
る
の
で
あ
る

が
，
デ
ィ
ル
タ
イ
は
こ
の
黙
を
教
ぎ
の
如
く
に
蓮
べ
て
居
る
。

　
心
理
學
及
び
哲
學
の
寓
登
黙
は
，
生
命
で
あ
り
、
馨
し
て
こ
の
生
命
は
精
帥
の
蛸
脚
る
組
織
膿
ζ



　
し
て
、
こ
の
組
織
膿
の
統
一
の
中
心
を
な
す
も
の
は
生
命
の
三
昧
（
価
♂
切
＆
2
窪
薦
紆
。
。
び
。
び
の
昌
ω
）
で

　
あ
る
。
　
こ
の
生
命
の
意
味
に
よ
っ
て
、
詩
も
．
宗
教
も
、
哲
學
も
内
的
の
閣
係
を
保
っ
て
届
る
。
こ
の

　
生
命
の
意
味
は
、
生
命
そ
の
者
か
ら
汲
み
取
り
た
る
規
範
で
あ
っ
て
、
そ
の
本
質
は
個
々
の
生
命
の

　
部
分
及
び
虚
心
の
關
聯
の
統
「
で
あ
る
。
而
し
て
こ
の
統
「
は
生
命
の
本
性
に
基
づ
く
も
の
で

　
あ
る
。
膿
験
の
過
程
中
に
於
て
、
こ
の
統
一
の
動
性
を
、
生
命
の
意
昧
か
ら
、
戚
臆
す
る
が
如
く
に
、
嘘

　
認
過
程
中
に
、
生
命
の
統
一
の
動
性
を
古
方
す
る
。
換
言
せ
ば
膿
認
作
用
は
生
命
の
意
味
か
ら
出

　
登
す
る
の
で
あ
る
。
（
＜
O
一
、
ω
帥
〇
一
ρ
O
一
際
　
ご
二
門
　
効
自
の
　
H
W
O
＝
叶
崖
爵
q
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O
）
〔
（
二
＋
二
）
入
四
頁
）
。
デ
ィ
ル
タ
イ
は
こ
の
切
＆
①
鼻
§
σ
q

　
を
以
て
、
生
命
を
解
養
す
る
豊
象
的
規
範
（
⑳
。
σ
Q
g
・
・
謡
扇
9
・
囚
僧
叶
①
ぴ
q
9
．
置
）
ご
逃
し
、
之
を
時
に
切
Φ
α
①
暮
§
④

　
ε
云
ひ
、
時
に
切
。
畠
Φ
鴛
ω
2
註
（
o
謬
ご
呼
び
、
或
は
叉
崔
紹
洋
簿
ε
も
名
づ
け
て
居
る
Q
只
三
十
）
三
〇
九
頁
〕
。
　
宮
省

　
も
生
命
そ
れ
面
謝
か
ら
出
嘉
し
、
膿
認
も
生
命
そ
れ
肖
身
か
ら
出
翻
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
前
に
既

　
に
指
摘
し
た
標
に
、
こ
の
生
け
る
生
命
組
織
の
記
述
が
認
識
論
の
基
礎
を
成
す
の
で
あ
る
。
而
し

　
て
催
認
に
於
て
は
こ
の
生
命
の
部
分
よ
り
毘
点
す
る
に
あ
ら
す
し
て
、
全
膿
よ
う
（
〈
o
諺
○
婁
N
Φ
⇔
餌
午

　
。
。
）
出
議
し
、
作
用
又
は
内
容
の
關
聯
よ
り
出
　
毒
す
る
に
あ
ら
す
し
て
、
慮
昧
又
は
理
想
よ
り
出
獲
す

　
る
の
で
あ
る
。
こ
の
意
味
叉
は
理
想
は
精
紳
生
活
に
於
て
、
常
に
生
動
せ
る
も
の
で
あ
り
、
常
に
知

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
ぬ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
　
も

㎜
ら
れ
居
る
も
の
で
あ
る
〔
（
二
実
）
三
三
四
頁
．
。
デ
ィ
ル
タ
イ
は
二
三
の
内
面
凶
出
登
臨
を
こ
の
生
動
せ

一　
　
　
　
　
ゲ
イ
ル
タ
イ
の
心
理
學
的
理
念
の
基
本
的
な
ろ
も
の
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
五
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弊
側
班
解
研
…
究
　
第
百
二
十
入
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
山
ハ

る
知
ら
れ
た
る
も
の
に
求
め
た
Q
而
し
て
デ
ィ
ル
タ
イ
以
後
の
學
者
は
こ
の
生
動
せ
る
知
ら
れ

た
る
も
の
、
性
質
及
び
そ
の
性
質
の
本
質
の
探
求
に
一
歩
を
進
め
て
居
る
（
二
九
）
。

　
膿
認
作
用
の
過
程
の
本
質
を
形
式
的
に
表
現
す
れ
ば
、
膿
血
は
先
づ
最
初
に
精
帥
的
表
現
の
個

々
の
特
別
の
も
の
を
資
料
ε
し
て
、
之
に
推
測
又
は
洞
察
を
加
へ
て
魂
又
は
全
膿
の
理
念
を
把
捉

す
る
に
あ
る
が
、
こ
の
推
測
又
は
洞
察
の
結
果
た
る
細
紋
は
全
禮
の
理
念
は
、
可
能
的
の
も
の
で
あ

っ
て
、
禮
認
を
進
行
せ
し
む
る
上
の
一
種
の
面
輔
で
あ
る
。
如
何
な
る
鶏
魚
作
用
ご
錐
も
が
、
る

假
定
の
上
に
の
み
登
足
し
進
行
し
て
居
る
。
さ
れ
ば
デ
ィ
ル
タ
イ
は
こ
の
黙
に
關
し
て
訳
ぎ
の

・
如
く
に
…
蓮
べ
て
居
る
。
　
と
竃
…
け
（
す
，
巽
湾
。
盤
切
。
。
。
o
M
凱
。
匪
鉱
け
興
貯
・
。
昼
鳶
窪
9
ぎ
。
㎞
巴
島
窪
O
Φ
簿
§
儀
島
①
冠
8
匙
霧

O
鴛
N
g
●
へ
へ
弘
）
簿
く
。
出
一
・
。
け
二
、
魯
｝
Φ
騨
妻
厭
臼
2
㎞
α
霧
ω
巴
δ
諺
F
込
。
σ
q
門
露
σ
q
昌
無
。
ぎ
理
畠
O
o
げ
の
。
ξ
く
巽
窪
μ
鉱
。
島
9
0
⇔
瓢
図
℃
9
7

の
器
巳
ω
黒
田
H
書
ω
緯
§
α
。
憎
旨
α
ひ
q
琴
鼻
。
搾
g
9
σ
q
凶
一
回
8
島
。
。
。
置
μ
叢
く
亀
p
・
気
〔
δ
増
注
塁
冨
⑱
§
σ
q
く
興
2
θ
σ
q
Φ
3
へ
へ
　
〔
（
二
十
二

入
一
頁
）
。

　
而
し
て
こ
の
一
種
の
假
定
の
上
に
立
脚
し
て
、
個
々
の
表
現
を
精
病
的
に
解
介
し
、
こ
の
解
騨
に

よ
っ
て
得
た
る
精
嚢
的
な
る
も
の
を
、
こ
の
假
定
に
墓
つ
い
て
聯
結
し
が
く
し
て
一
切
の
表
現
が

一
定
の
精
妙
的
意
義
の
下
に
統
一
し
得
た
な
ら
ば
、
蕪
に
そ
の
表
現
が
初
め
て
膿
塗
せ
ら
れ
た
も

の
で
あ
る
。
若
し
叉
一
切
の
表
現
が
こ
の
假
定
の
下
に
精
面
的
に
統
一
せ
ら
れ
な
い
な
ら
ば
、
更



　
に
こ
の
假
定
を
訂
正
し
、
新
な
る
論
定
の
下
に
前
ご
同
一
形
式
の
過
程
を
反
復
し
、
眞
の
要
當
的
假

　
定
に
面
し
て
、
膿
認
を
絡
る
の
で
あ
る
Q
然
ら
ば
こ
の
妥
心
的
血
忌
の
本
質
は
何
で
あ
ら
う
か
Q

　
デ
ィ
ル
タ
イ
は
之
を
作
晶
の
起
因
に
つ
き
て
六
戸
的
に
記
崩
し
て
居
る
Q

　
　
個
々
の
作
品
の
内
的
形
式
の
背
後
に
あ
っ
て
、
こ
の
形
式
の
鎚
因
ご
な
っ
て
居
る
も
の
は
内
的

　
生
動
性
（
飢
δ
剛
導
Φ
δ
h
Φ
げ
2
臼
σ
q
寄
δ
で
あ
る
。
こ
の
生
動
性
ほ
創
作
の
相
違
す
る
毎
に
異
り
、
藝
術
家
、

　
哲
學
者
、
實
際
家
、
点
点
家
の
内
的
生
動
性
は
そ
れ
み
＼
異
つ
だ
特
性
を
有
し
て
居
る
只
二
＋
六
）
三
三
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や

　
頁
」
。
こ
の
生
動
性
の
本
質
は
理
念
（
討
¢
o
）
で
あ
る
が
、
こ
の
理
念
は
、
抽
象
的
思
惟
の
産
物
で
は
無

　
く
し
て
、
無
意
識
的
な
る
精
紳
開
山
の
内
に
存
し
、
作
品
の
構
成
中
に
絡
始
活
躍
し
て
居
る
も
の
で

　
あ
る
。
創
作
者
は
こ
の
理
念
を
使
用
せ
す
、
叉
全
然
意
識
し
て
み
な
い
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し

　
作
品
の
内
的
形
式
は
、
こ
の
無
意
識
的
証
紳
關
聯
か
ら
の
み
膿
認
す
べ
き
で
あ
る
。
先
に
述
べ
た

　
る
「
定
の
假
定
と
は
こ
の
無
意
識
的
証
魚
鳥
聯
の
豫
想
で
あ
る
。
言
忌
者
は
之
を
無
意
識
の
淵

　
か
ら
、
意
識
の
水
面
に
高
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
膿
認
の
最
後
の
最
高
目
標
は
叢
に
あ
る
。
之

　
に
達
す
る
に
は
、
禮
面
上
の
諸
種
の
規
定
の
外
に
、
特
殊
の
天
稟
を
有
す
る
騰
濡
者
の
創
造
的
方
法

　
を
必
要
こ
す
る
只
二
十
六
）
三
三
五
頁
）
。
か
く
の
如
く
に
膿
認
の
究
極
の
目
標
は
、
被
膿
認
無
爵
身
が
宮
己

　
を
理
解
せ
る
よ
り
も
，
更
に
よ
り
深
く
略
画
認
者
を
膿
下
せ
ん
こ
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
禮
認
作
用

㎜　
　
　
　
　
ゲ
イ
ル
タ
イ
の
心
理
墨
・
的
理
念
の
基
本
的
な
る
も
の
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
七
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哲
梁
研
究
　
第
百
二
十
入
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
八

は
被
膿
認
者
の
意
識
を
越
へ
て
、
無
意
識
的
創
造
の
過
程
〔
（
二
＋
七
）
三
三
一
頁
〕
に
ま
で
…
進
入
し
、
そ
こ
に

於
て
活
躍
せ
る
理
念
を
捕
へ
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
之
を
如
何
に
し
て
把
捉
す
る
か
。

こ
の
瓢
に
つ
き
て
ゲ
イ
ル
タ
イ
の
論
述
せ
る
所
は
僅
少
ぜ
、
・
あ
る
。

　
…
切
の
認
識
問
題
は
経
験
か
ら
普
遍
餐
嘗
的
知
識
（
留
⑳
窪
惹
路
簿
M
⑳
Φ
ω
≦
楠
。
。
窪
髭
の
彰
裁
隻
一
障
ゐ
。
巳
を

．
探
求
せ
ん
ε
す
る
の
で
あ
る
が
、
精
血
科
學
に
於
け
る
霊
験
に
一
定
の
特
性
が
あ
る
か
ら
、
こ
の
特

性
に
基
づ
い
て
．
精
晶
質
學
の
認
識
の
特
性
が
定
ま
る
｛
ρ
（
二
＋
六
）
三
三
四
頁
〕
。
し
か
し
膿
認
も
亦
認
識
の

一
種
（
国
郎
Φ
罠
蕊
。
。
馨
）
で
あ
っ
て
、
目
然
科
學
の
認
識
法
ご
恩
命
に
要
素
的
な
る
論
理
作
用
た
る
露

納
法
、
分
析
法
、
構
成
法
、
比
較
法
等
を
利
用
す
る
が
、
こ
の
利
用
は
精
誹
科
學
の
経
験
の
特
性
に
基
づ

い
て
、
特
殊
の
形
式
に
從
ふ
の
で
あ
幡
。
例
へ
ば
古
畳
的
の
過
程
を
そ
の
資
料
ご
せ
る
露
納
法
は
、

一
つ
の
關
聯
の
基
礎
の
上
に
成
立
せ
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
基
礎
ご
し
て
の
關
聯
は
物
理
、
化
學

に
於
て
は
、
量
的
關
係
の
数
學
的
知
識
で
あ
う
、
生
物
學
に
於
て
は
合
目
的
性
で
あ
り
、
精
紳
科
學
に

於
て
は
、
生
動
的
精
虫
組
織
で
あ
る
戸
）
而
し
て
こ
の
精
紳
組
織
は
論
理
的
の
抽
象
で
は
な
く
し
て
、

生
命
に
輿
へ
ら
れ
だ
る
事
實
の
關
聯
で
あ
る
。
　
こ
の
關
聯
は
個
人
的
從
っ
て
仁
恵
霊
的
で
あ
り
、

こ
の
關
聯
の
特
色
に
基
づ
い
て
、
精
蝋
画
學
の
鶴
納
法
の
任
務
ご
形
式
ご
が
規
定
せ
ら
れ
る
の
で

あ
る
。
而
し
て
こ
の
精
紳
關
聯
は
言
語
に
依
っ
て
表
現
せ
ら
れ
、
こ
の
言
語
を
資
料
ご
せ
る
蹄
納



　
法
の
形
式
は
、
言
語
の
理
論
π
る
文
法
學
に
よ
つ
．
て
特
殊
の
形
，
式
を
保
つ
に
至
る
の
で
あ
る
a
手

　
六
）
三
三
五
頁
）
o

　
　
か
く
の
如
く
に
、
前
事
作
用
中
に
も
論
理
的
過
程
を
含
み
、
個
々
の
精
淋
湘
南
態
は
外
部
の
刺
戟

　
か
ら
推
知
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
か
ら
、
あ
る
精
淋
釈
態
の
騰
認
に
は
外
界
世
界
の
認
識
を
必
要

　
ご
し
ご
の
範
國
の
膿
認
は
説
明
ご
匠
心
す
る
こ
ざ
が
幽
楽
な
い
。
　
他
入
の
精
紳
生
活
の
理
解
に

　
賞
し
て
、
そ
の
外
的
環
境
は
敏
ぐ
べ
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
デ
ィ
ル
タ
イ
は
U
葎
冨
》
℃
鼠
。
ビ

　
名
づ
け
て
、
個
々
の
精
脚
状
態
は
、
そ
れ
を
喚
起
し
た
る
外
部
の
刺
戟
よ
り
膿
認
せ
ら
る
、
こ
ご

　
（
ω
o
ゴ
8
U
民
理
。
葺
N
9
回
目
ω
o
o
房
。
訂
N
錺
憲
こ
一
メ
、
マ
島
く
○
嵩
毒
ω
弾
環
く
。
話
聾
ρ
畠
g
く
。
昌
畠
2
貯
霧
2
，
g
図
臨
N
2
宕
9
集
。

　
穿
］
｝
お
讐
。
艮
①
ず
ご
〔
（
二
十
六
）
三
三
四
頁
〕
を
爆
げ
て
居
り
、
こ
の
黙
に
つ
き
て
は
ヅ
ン
ト
も
又
厨
…
一
の
意
見

　
を
持
し
て
居
る
。
即
ち
ヅ
ン
ト
も
精
融
科
學
の
認
識
法
こ
し
て
の
解
忍
法
（
H
三
ゆ
壱
犀
毬
9
μ
）
の
三

　
原
理
の
一
に
肖
然
的
土
牢
（
乞
舞
母
げ
①
α
貯
σ
q
§
σ
q
2
一
）
を
加
へ
入
三
＋
三
）
二
七
喜
シ
ュ
プ
ラ
ン
ガ
ー
は
、
膿
認

　
の
三
つ
の
規
則
の
一
に
、
「
吾
々
は
客
槻
的
環
境
よ
り
膿
認
す
」
（
ぞ
円
く
。
誘
富
ゴ
窪
鴛
ω
鳥
φ
厭
。
α
。
窪
く
2
ω
7

　
ど
曽
甑
9
落
離
塁
．
）
な
る
↓
項
を
加
へ
て
居
る
。
但
し
シ
ユ
プ
ラ
ン
．
ガ
ー
の
客
量
的
環
境
は
、
ヅ
ン
ト

　
の
窟
然
的
弓
件
の
外
に
精
血
的
環
境
を
も
含
蓄
せ
し
め
だ
も
の
で
あ
る
。
ら
手
九
）
三
八
入
頁
〕

鵬
　
磐
．
に
他
方
又
論
理
的
遇
程
、
、
し
て
の
説
明
は
、
そ
の
豫
件
こ
し
て
膿
認
の
完
了
を
要
す
・
。

一　
　
　
　
　
ゲ
イ
ル
タ
イ
の
心
理
學
的
理
念
の
基
本
的
な
る
も
の
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
九
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跡
q
墨
　
研
撹
　
　
錐
百
二
十
入
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六
〇

（］

t
貴
q
。
詞
臨
氏
｛
碇
。
昌
ゲ
ρ
櫛
ノ
♂
蔦
。
似
。
厭
〔
目
。
く
。
罵
。
御
山
葺
副
σ
q
α
o
の
く
。
厭
ω
俘
。
ぴ
。
目
し
降
N
⊆
頓
鉱
p
o
畳
く
○
養
二
。
ワ
頓
。
欝
臼
日
的
●
）
只
二
＋
六
）
三
三
四
頁
〕
こ
の

説
明
ε
膿
認
の
關
聯
を
デ
ィ
ル
タ
イ
は
把
捉
作
用
ご
外
債
作
用
の
不
可
分
の
原
理
　
（
U
器
娼
｝
・
首

飢
臼
¢
郵
σ
ぎ
蓉
σ
霧
定
①
騨
く
9
μ
諺
二
験
馨
⇔
舞
α
≦
。
『
面
。
ぴ
9
・
）
　
ε
呼
ん
で
居
る
ρ
（
二
＋
六
）
三
三
六
頁
〕
か
く
の
如
く

に
説
明
ご
膿
認
又
は
解
繹
と
の
間
に
は
、
確
乎
た
る
境
界
あ
る
に
あ
ら
す
し
て
、
そ
は
程
度
の
差
で

あ
る
。
慣
値
戚
怯
の
件
は
ざ
る
導
車
な
る
も
の
あ
る
こ
ご
無
き
ε
共
に
、
儂
値
は
比
較
に
よ
っ
て

の
み
、
客
観
的
肉
弾
ε
な
り
得
る
（
図
。
。
σ
q
同
葺
｝
（
o
ぎ
く
。
馨
鉱
副
2
0
ぎ
。
謹
。
詳
⑳
o
塗
三
一
餌
σ
興
昌
琴
島
震
畠
く
。
唯
。
罰
？

宮
謁
義
義
創
甦
署
・
答
。
σ
＆
簿
鼻
き
傷
巴
圃
曾
8
剛
轟
集
碍
得
意
。
・
・
箆
深
・
）
。
夫
故
に
膿
認
作
用
は
説
明
を
内
に
含

む
ご
共
に
、
又
批
判
と
も
聯
結
し
て
居
る
。
結
局
す
べ
て
の
認
識
に
は
、
冨
忌
ぴ
2
ご
零
露
。
。
仏
2
ご
く
。
触
。
。
－

弊
魯
窪
の
三
つ
の
共
同
作
業
を
必
要
こ
す
る
。

　
膿
認
作
用
に
於
て
一
精
…
棘
的
表
徴
及
び
外
界
を
認
識
す
る
に
は
、
分
離
、
抽
象
，
一
般
化
の
論
理
作

用
に
よ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
論
理
作
用
は
内
的
知
畳
の
内
に
含
ま
れ
、
之
を
氏
は
内
的
知
昼
の
智

性
ご
名
づ
け
た
の
で
あ
っ
た
が
ス
七
と
七
二
頁
〕
こ
の
外
に
底
心
歌
態
の
把
捉
の
第
二
の
特
異
性
が

あ
り
、
こ
の
特
異
性
が
藩
命
の
本
質
を
成
す
の
で
あ
る
。
こ
の
第
二
の
特
異
性
は
禮
験
に
基
づ
き

て
成
立
し
、
膿
験
ご
結
合
し
て
存
立
し
て
居
る
。
　
本
式
膿
験
の
内
に
は
、
全
編
の
情
趣
の
過
租
が
共

に
働
い
て
居
る
Q
古
畳
は
個
々
の
者
の
多
機
を
．
示
す
に
過
ぎ
な
い
が
、
騰
験
の
中
に
は
關
聯
が
與



　
　
へ
ら
れ
て
居
り
、
個
々
の
精
紳
的
過
程
は
膿
験
に
於
け
る
精
帥
生
活
の
全
良
性
に
よ
つ
て
常
に
支

　
持
せ
．
ら
れ
、
こ
の
全
膿
の
導
爆
は
直
接
の
経
験
に
属
し
て
激
つ
。
。
　
こ
の
心
理
的
事
實
が
我
々
の
唐

　
己
の
理
會
及
び
他
入
の
騰
験
の
本
性
を
規
定
し
て
居
る
。
「
我
々
は
現
象
の
把
捉
に
於
て
、
説
明
は

　
純
粋
に
知
的
過
程
に
よ
る
が
、
追
認
は
あ
ら
ゆ
る
情
意
力
の
協
同
作
用
に
依
る
」
（
乏
マ
・
琶
ξ
2
（
問
一
7

　
0
ザ
掃
醇
営
琶
匡
（
ε
¢
濠
℃
δ
長
屋
ρ
筈
興
〆
＜
マ
く
。
二
一
魯
。
拶
飢
霞
。
プ
舞
の
摯
・
。
ρ
8
コ
ρ
2
ノ
目
今
9
琶
2
0
二
三
葺
箆
輿
幅
簿
。
汐
紆
厭

　
》
嵩
津
ω
毒
σ
Q
胤
（
七
）
一
七
二
耳
ご
氏
は
云
っ
て
居
る
が
、
こ
の
語
は
騰
認
の
方
法
論
上
極
め
て
重
要
な
る

　
意
義
が
あ
る
。
多
く
の
學
者
は
氏
の
心
理
學
の
方
法
に
面
す
る
名
句
ご
し
て
、
U
8
冥
鉾
癖
巴
《
琴
2

　
乱
軍
象
も
・
ω
8
国
亀
○
び
2
μ
〈
。
毎
魯
9
ノ
爵
・
を
賞
揚
す
る
が
、
膿
認
の
核
心
は
上
の
引
用
句
に
求
む
べ
き
で
あ

　
る
。
部
ち
膿
認
に
於
て
は
論
理
的
過
稚
の
外
に
、
情
意
力
の
墾
加
を
絶
謝
的
に
必
要
こ
す
る
。
デ

　
ィ
ル
タ
イ
が
精
紳
的
實
在
の
把
捉
に
於
て
、
情
意
的
の
語
誌
を
高
潮
し
、
ロ
ッ
ク
、
ヒ
ュ
ー
ム
、
カ
ン
ト

　
等
の
偏
狡
な
る
理
智
的
認
識
を
猛
烈
に
排
斥
し
淀
の
は
一
入
八
三
年
以
來
で
あ
る
。
〔
（
四
）
一
八
頁
〕

　
而
し
て
こ
の
情
意
作
用
の
墾
加
は
、
自
然
認
識
に
全
然
映
如
せ
る
精
帥
科
學
の
方
法
上
に
於
け
る

　
特
有
の
も
の
で
あ
り
、
殊
に
膿
血
の
本
質
を
成
す
の
で
あ
る
。

　
　
賦
活
の
精
管
内
の
個
々
の
事
實
の
理
窟
は
、
吾
入
に
直
接
に
生
動
的
に
興
へ
ら
れ
た
全
膿
の
關

鰯
聯
か
ら
出
襲
し
な
一
て
は
な
ら
な
い
如
一
に
、
他
人
の
膿
認
に
於
て
・
．
全
膿
の
把
捉
が
先
決
せ
ら

一　
　
　
　
　
ゲ
イ
ル
タ
イ
の
心
理
學
的
理
今
ゆ
の
晶
港
本
的
な
る
も
の
に
つ
炉
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
ハ
「
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暫
學
研
究
・
　
第
胃
月
ご
⊥
丁
入
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
ハ
ニ

る
べ
き
も
の
で
あ
っ
て
、
個
々
の
も
の
、
解
繹
は
そ
の
後
に
遡
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
全

膿
の
把
捉
（
島
霧
≧
ρ
舜
・
。
笛
2
紆
ω
○
ρ
一
ρ
N
。
菖
は
膿
認
の
第
一
過
程
に
し
て
、
こ
の
第
一
過
程
の
活
動
の
墓

底
に
は
、
入
間
性
一
般
が
構
成
せ
ら
れ
て
居
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
之
な
く
ば
全
農
の
把
捉
は
全

然
不
可
能
で
あ
る
。
デ
ィ
ル
タ
イ
は
こ
の
入
間
性
一
般
を
歴
史
的
一
型
會
的
早
耳
と
し
た
。
　
シ

ュ
プ
ラ
ン
ガ
ー
は
、
こ
の
入
聞
性
一
般
を
、
そ
の
基
本
作
用
に
つ
き
分
析
的
に
考
察
を
進
め
、
膿
認
の

基
礎
を
固
め
ん
ご
企
て
、
居
る
。

　
髄
認
作
用
は
表
現
の
個
々
の
部
分
又
は
そ
の
部
分
の
結
合
の
膿
認
か
ら
出
聾
し
℃
、
内
的
生
活

の
全
膿
を
把
捉
す
る
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
こ
の
個
々
の
部
分
若
し
く
ば
個
々
の
部
分
の
理
會
は
、

既
に
全
膿
の
理
會
を
豫
件
こ
す
る
か
ら
〔
（
二
＋
七
）
三
三
〇
頁
〕
デ
ィ
ル
タ
イ
は
罷
認
に
卜
す
る
勢
く
。
周
8

》
℃
o
浄
ご
し
て
》
蕊
ユ
。
ヨ
禦
畏
。
囲
需
p
岱
器
○
磐
N
ρ
碧
。
。
（
す
ご
○
ρ
9
9
鳥
o
o
げ
鼠
a
卑
偽
9
雛
国
凶
蕊
号
ρ
を
墨
げ
て

居
る
〔
（
二
＋
六
）
三
三
四
頁
・
。
か
の
比
較
研
究
法
は
個
々
の
多
く
の
部
分
を
明
ら
か
に
し
て
、
以
て
全
禮
の

意
義
を
一
暦
明
ら
か
に
な
し
、
η
〈
之
に
よ
っ
て
、
個
々
の
部
を
一
暦
深
く
理
爆
ぜ
し
む
る
も
の
で
あ

る
が
、
こ
の
比
較
法
は
、
上
の
原
則
に
則
っ
た
る
一
つ
の
研
究
法
で
め
る
。
禮
認
作
用
は
こ
の
》
唱
？

樽
げ
に
支
配
せ
ら
れ
て
居
る
か
ら
、
こ
の
瓢
に
一
切
の
膿
認
作
用
の
最
大
唱
導
が
潜
ん
で
居
る
。
　
こ

の
循
環
は
原
作
者
の
精
細
的
特
徴
及
び
そ
の
登
達
ご
彼
の
個
々
の
作
品
こ
の
關
係
の
内
に
反
復



　
せ
ら
れ
、
又
こ
の
循
環
は
彼
の
作
品
の
全
膿
ご
個
々
の
作
品
ご
の
關
係
の
内
に
反
復
せ
ら
れ
る
。

　
之
を
以
て
理
論
的
に
云
ふ
な
ら
ば
、
あ
ら
ゆ
る
禮
認
作
用
は
上
の
黙
か
ら
必
然
的
に
一
定
の
制
限

　
を
有
し
、
膿
認
は
あ
る
程
度
に
止
り
、
そ
れ
以
上
に
進
む
こ
ε
が
で
き
な
い
。
　
一
切
の
艦
紹
作
用
は

　
常
に
唯
比
較
的
の
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
完
全
の
歌
態
に
達
す
る
こ
ε
は
劉
底
で
き
な
い
Q
　
デ
ィ

　
ル
タ
イ
は
こ
の
意
義
を
次
ぎ
の
如
く
に
述
べ
て
居
る
。
昏
8
韓
剛
・
。
。
げ
豊
聖
彗
勲
謬
三
窪
曽
鼠
α
δ
Ω
鎚
憲
①
謬

　
踏
段
諺
霧
♂
σ
q
§
σ
q
栖
。
。
闘
。
〈
亀
賦
。
樗
同
聞
。
》
納
言
菩
Φ
簡
ヨ
8
2
蒙
「
江
。
。
N
¢
9
”
o
ヨ
げ
。
ω
嵩
ヨ
同
琢
g
O
憎
巴
。
鴇
も
。
0
9
臥
げ
汁
巴
δ
の
く
－

　
o
ぴ
け
。
げ
。
嶺
二
日
8
0
円
b
毎
，
憎
○
㌶
焦
く
畳
ρ
α
障
碧
毎
乱
。
く
○
＝
8
α
簿
≦
o
a
o
嵩
．
H
昂
集
鼠
9
管
ヨ
。
ω
け
ぎ
①
顕
ぴ
自
。
●
〔
（
二
十
七
）
三
三
〇
頁
〕

　
　
ゲ
イ
ル
タ
イ
が
、
禮
如
法
に
於
け
乃
こ
の
循
環
の
明
白
な
る
記
述
は
、
一
九
〇
〇
年
に
獲
表
し
た

　
U
δ
国
暮
ω
冨
プ
毒
σ
q
鳥
霧
国
。
§
9
2
魯
ハ
及
び
そ
の
當
時
の
手
記
に
現
は
れ
て
居
る
の
で
あ
る
が
、
し
か
し

　
氏
が
こ
の
問
題
に
注
意
し
た
の
は
，
一
入
六
〇
年
頃
か
ら
で
あ
っ
て
．
そ
の
後
の
記
述
に
早
く
も

　
U
巽
N
三
《
亀
号
ω
国
捧
2
一
益
翫
毒
息
ω
o
同
蓉
》
臨
α
ω
§
西
の
語
が
見
尽
さ
れ
る
。
〔
（
二
＋
ご
）
七
七
頁
〕

　
　
か
く
の
如
く
に
純
紳
理
論
的
に
は
、
膿
認
作
用
に
は
必
然
的
の
限
界
が
あ
っ
て
、
こ
の
限
界
は
如

　
何
な
る
方
法
に
よ
る
も
之
を
打
破
す
る
こ
ご
が
出
來
な
い
。
之
を
以
て
デ
ィ
ル
タ
イ
は
、
膿
認
は

　
無
限
の
課
題
で
あ
る
（
O
器
く
臼
．
。
。
琶
回
①
躊
蓉
昏
・
舞
・
一
急
こ
同
。
き
喧
ぴ
。
・
）
．
〔
（
ご
＋
六
）
三
嘆
ハ
頁
〕
定
述
べ
て
居
る
。

　
さ
れ
ば
入
類
に
於
け
る
こ
の
膿
認
の
カ
は
隠
然
を
認
識
し
、
之
を
支
配
せ
る
カ
ご
同
揆
に
極
め
て

鯉一　
　
　
　
　
ゲ
イ
ル
タ
イ
の
心
理
攣
的
理
念
の
塞
山
小
的
な
う
も
の
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
ハ
三
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哲
離
Ψ
研
究
　
　
甜
卑
百
二
十
入
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
ハ
四

彰
々
に
し
か
獲
達
し
來
ら
な
か
っ
た
。
而
し
て
優
れ
た
膿
認
作
用
の
核
心
は
、
そ
の
資
料
取
扱
の

適
格
的
の
術
及
び
熟
練
（
象
。
溢
出
α
島
魯
。
囚
§
簿
§
匹
く
繋
ぎ
・
。
肖
酔
…
ε
ζ
依
る
〔
バ
ニ
＋
七
）
三
一
九
頁
）
の
で
あ
る

か
ら
、
膿
認
法
の
畿
達
ε
熟
練
ビ
天
稟
ε
を
必
要
こ
す
る
。
　
而
し
て
優
れ
た
る
天
票
の
現
轡
は
稀

で
あ
る
か
ら
、
禮
認
法
の
獲
達
も
亦
徐
々
た
る
も
の
で
あ
る
。

十
㎜

　
以
上
の
記
述
に
於
て
、
私
は
不
完
全
な
が
ら
デ
ィ
ル
タ
イ
の
重
機
に
解
す
る
意
見
の
大
要
を
約

説
し
た
が
、
之
を
要
す
る
に
氏
の
禮
認
は
主
ご
し
て
個
々
の
精
憩
帥
表
徴
を
手
段
ε
し
て
、
之
に
癒

す
る
精
棘
的
な
る
も
の
を
求
む
る
の
で
あ
る
。
　
そ
れ
に
は
先
づ
精
憩
的
表
徴
を
認
識
し
、
次
ぎ
に

は
先
づ
そ
の
精
解
的
表
徴
の
意
味
の
決
定
（
ω
一
”
】
⇔
σ
O
の
島
昌
口
H
5
＝
嵩
つ
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
σ
）
を
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
而
し

て
こ
の
意
味
の
決
定
は
よ
り
高
き
全
車
便
値
を
必
然
的
に
予
想
す
る
か
ら
、
デ
ィ
ル
タ
イ
は
膿
認

に
於
て
は
先
づ
全
膿
を
把
捉
し
、
全
瞠
よ
り
部
分
に
進
め
ε
敷
へ
て
居
る
。
　
部
分
を
把
捉
す
る
に

黒
黒
を
必
然
の
豫
件
ε
な
し
、
而
し
て
こ
の
全
禮
の
膿
認
は
常
に
部
分
に
基
か
ざ
る
可
ら
ざ
る
を

以
て
、
蕪
に
デ
ィ
ル
タ
イ
の
禮
認
法
に
翼
す
る
循
環
法
の
原
理
が
設
定
さ
れ
、
膿
認
の
過
程
は
本
質

的
に
無
限
ご
な
う
、
そ
の
結
果
は
比
較
的
の
も
の
で
、
劉
達
吾
人
は
他
人
の
精
紳
生
活
を
知
う
盤
す



ユ089

こ
ご
は
出
　
來
な
い
。

　
ゲ
イ
ル
タ
イ
の
叢
に
云
ふ
全
膿
ざ
は
、
精
帥
的
陶
聯
内
に
於
け
る
活
け
る
生
動
膿
即
ち
一
種
の

主
掘
で
あ
る
が
、
こ
の
主
観
の
本
質
に
つ
き
て
、
氏
は
分
析
的
の
細
密
な
る
考
察
を
試
み
て
み
な
い

の
で
は
な
い
か
ご
思
ふ
。
精
榊
位
付
聯
の
主
観
に
は
種
々
の
も
の
が
あ
り
得
る
。
例
へ
ば
シ
ュ

プ
ラ
ン
ガ
ー
の
魑
別
し
て
居
る
傑
に
、
経
験
的
主
概
（
畠
ω
Φ
ヨ
℃
三
ω
魯
。
盟
置
Φ
H
3
認
識
論
的
主
槻
（
壁
。
。

Φ
汗
§
旨
豊
門
8
「
①
勢
。
H
嵩
ω
＆
。
3
心
理
學
的
i
現
下
的
主
観
（
号
。
・
℃
ω
鴬
声
＆
8
亨
p
堂
守
げ
a
興
号
。
・
冒
。
ゲ
）
霊

的
圭
窺
（
審
の
σ
q
①
互
σ
Q
①
ω
量
Φ
謀
）
〔
（
二
＋
九
）
三
六
入
⊥
二
六
九
頁
〕
等
、
幾
種
か
の
主
管
が
あ
る
。
デ
ィ
ル
タ
イ
の

禮
認
に
於
て
は
、
塩
豆
の
主
命
の
何
れ
を
先
づ
把
捉
す
る
の
で
あ
る
か
。
上
磯
認
作
用
に
最
も
重

要
な
る
は
之
等
の
主
慨
申
の
何
れ
で
あ
る
か
。
之
の
黙
に
つ
き
て
も
詳
細
な
記
述
を
歓
い
で
居

る
標
で
あ
る
が
、
時
に
は
経
験
的
主
恩
を
露
量
し
、
時
に
は
心
理
學
的
－
現
實
的
主
槻
を
意
昧
し
、
時

に
は
露
温
感
槻
を
意
味
し
て
居
る
が
如
く
で
あ
る
が
、
し
か
し
こ
の
三
種
の
中
墨
に
露
的
圭
観
の

把
捉
を
膿
認
の
絡
局
の
目
標
こ
し
て
居
る
が
如
く
に
見
え
る
。
そ
し
て
之
等
の
各
種
の
主
槻
の

膿
認
に
は
、
そ
れ
《
＼
特
殊
の
色
彩
あ
る
方
法
を
要
す
べ
き
で
あ
ら
う
が
、
之
等
に
幽
し
て
氏
の
記

す
る
所
は
少
い
…
機
で
あ
る
。

　
こ
の
主
計
帥
ち
血
膿
が
把
捉
出
來
た
な
ら
ば
、
之
に
よ
っ
て
全
膿
償
値
又
は
中
心
便
値
或
は
中

　
　
　
ゲ
イ
ル
タ
イ
の
心
理
學
的
理
念
の
墓
本
的
な
る
も
の
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
五
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哲
學
研
究
　
　
第
百
二
十
入
…
観
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
ハ
山
ハ

心
目
的
が
定
ま
る
。
膿
認
は
こ
の
全
艦
償
値
の
示
す
基
本
方
向
に
從
っ
て
、
個
々
の
表
徴
の
意
味

を
決
定
し
、
こ
の
決
定
せ
ら
れ
だ
る
意
味
を
、
全
膿
債
値
の
基
本
方
向
に
基
づ
い
て
結
合
す
る
の
で

あ
る
が
、
こ
の
結
合
が
姜
當
的
な
る
が
た
め
に
は
、
シ
ュ
プ
ラ
ン
ガ
ー
の
指
摘
せ
る
が
如
く
に
、
便
値

實
現
の
規
範
的
法
則
性
（
O
晒
一
回
目
　
昌
O
穏
一
昌
ρ
伸
一
く
O
　
∩
｝
O
ω
O
叶
N
罵
O
ゲ
一
（
O
附
斤
　
鳥
O
「
　
～
～
N
O
鴇
け
く
O
厭
’
＜
一
ユ
（
餌
〇
一
回
＝
μ
貿
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0
）
〔
（
三
＋
二
）
三
八
六
頁
〕
が
な

く
て
は
な
る
ま
い
。
　
こ
の
法
則
性
に
基
づ
，
い
て
、
膿
認
が
あ
る
程
度
の
要
當
的
知
識
に
達
し
得
る

の
で
あ
る
が
、
デ
ィ
ル
タ
イ
は
こ
の
法
則
性
を
ば
、
漠
然
ご
精
紳
的
野
聯
の
規
則
性
ご
呼
ん
で
居
る
。

多
く
の
粟
野
心
理
思
者
は
、
精
帥
的
な
る
も
の
ε
身
騰
的
表
現
ご
の
間
の
必
然
的
關
係
に
墓
づ
き
、

埋
入
の
精
騨
を
認
識
せ
ん
と
試
み
た
が
、
こ
の
身
膿
的
表
現
ビ
黒
蓋
せ
’
る
も
の
は
、
特
殊
の
精
榊
的

状
態
又
は
内
容
に
止
り
、
精
紳
生
活
の
廣
大
な
る
領
域
に
及
ぶ
こ
ε
が
で
き
な
い
嘘
就
中
精
紳
生

活
の
目
的
關
聯
に
進
み
得
な
い
。
デ
ィ
ル
タ
イ
は
こ
の
限
界
を
明
察
し
て
、
所
謂
膿
認
法
な
る
一

種
の
認
識
．
法
を
建
設
せ
ん
ご
企
て
た
。
し
か
し
氏
は
こ
の
方
面
の
開
拓
に
着
手
し
，
そ
の
重
要
を

指
摘
せ
る
に
止
り
、
こ
の
膿
認
法
の
詳
細
な
る
研
究
は
後
聖
者
に
残
し
て
居
る
。
濁
逸
に
あ
り
て

は
、
シ
ュ
プ
ラ
ン
ガ
ー
が
主
こ
し
て
こ
の
方
面
に
研
究
の
歩
を
進
め
て
居
る
。
就
中
氏
の
N
⊆
二
7

8
膏
＾
奮
く
。
憎
ω
窪
窪
・
。
・
5
儀
霞
σ
q
・
｛
弩
亀
目
¢
§
ぎ
建
。
ぎ
モ
・
・
閤
一
6
δ
σ
Q
す
（
二
＋
九
）
は
精
護
に
慣
す
る
。
（
未
完
）
。
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ゲ
イ
ル
タ
イ
の
心
理
學
的
照
念
の
幕
本
的
な
う
も
の
に
つ
い
て
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